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（Smithson an X 3D）７）。多くの資料を３D画像で見られるだけでなくその資料の詳しい説明
や、３Dデータに様々な加工を施して楽しむこともできる。また、３Dデータをダウンロード
できるものもあり、その場合は３D造形物を作成して活用を図ることもできる。
　筆 者 が 担 当 し て い る 授 業 の な か で、ス ミ ソ ニ ア ン 博 物 館 の ３Dに 関 す る サ イ ト
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　筆 者 が 担 当 し て い る 授 業 の な か で、ス ミ ソ ニ ア ン 博 物 館 の ３Dに 関 す る サ イ ト
（Smithsonian X 3D）と、ブリティッシュミュージアム所蔵資料の３Dデータを公開している
サイトの３Dデータを実際に使用してもらった。そして、それぞれのサイトを使った感想や、
資料が３D画像によって示されることのメリットについて報告してもらった。
　多くは肯定的な評価であった。その理由として、360度好きな角度から見られる、拡大する
ことによって細部まで見られる、ものによっては内面まで見られる、通常の展示では見ること
ができない部分も見られる、３D画像の活用はオリジナルの資料の保存に役立つ、などがあっ
た。ほかに、子どもに興味を持ってもらえ、博物館資料を３D画像で楽しむという経験によっ
て、博物館（資料）に対する意欲関心が高まり、博物館への来館者増を見込めるという意見も
あった。
　批判的な評価も少数ではあるが見られた。「もの」として感じるには無理があるという指摘
はもっともだと思われた。
　学生のレポートから、授業の中で３Dデータを、教員が用いて学生に示したり、学生に使って
もらうことは、資料を理解するのに効果的であると考えてよく、積極的に活用を図るべきである。
4.2　３D造形物の活用
　３D造形物の授業への活用法としては、３Dプリンターで印刷した造形物や、種々の方法で
入手した造形物を、授業でその資料に言及する際に提示することが挙げられる。プロジェクタ
ーを用いて行う授業であれば、資料に言及する都度ではなく、ある程度まとめて提示すること
も考えられる。多くの場合、造形物とオリジナルの資料とは、素材やサイズ、色調が異なって
いるかもしれないが、多方向から見た形状については具体的に伝えられるはずで、とくに資料
が立体的である場合に、より効果的であると思われる。また、造形物であれば、実物資料では
難しいかもしれない、手に取って見てもらうことも可能である。
　３D造形物の授業での活用の効果を知るため、同一の資料もしくは同様の資料についての実
測図、写真、造形物をセットにして提示し、
それぞれについて、実物をイメージできる程
度を５段階で評価してもらうとともに、その
評価理由についても記述してもらった。
　取り上げた資料は考古学に関する資料で、
遺物がほとんどであるが、遺構も含め、10組
の事例を用意した。実測図は通常のものの
他、やや簡便なもの、解説的なもの、複数の
資料を示したものもある。なお、示した実測
図の大きさは、実物に比べるとかなり小さ
い。写真は、１点だけのものの他、組写真も
含まれる。なお、提示した写真はカラーで、
サイズは実測図や造形物に比べて大きいもの
がほとんどである。いくつかの事例には、画
像処理による視覚化を施した図（城倉ほか
2016）も用いた（表１　8・9・10－3）。これも組み合わせ図になっており、サイズも実測図や
造形物に比べるとかなり大きい。造形物は実際に３Dプリンターで印刷したもの（図６・７）、
金属製の銅鐸のレプリカ（図８）、株式会社エポック社から発売されている模型（図９）を用
いた。なお、図９の造形物は大きいものでも高さや幅が９㎝以下であり、実物と比べると非常
に小型である。
　10組の事例の概要は以下のとおりである。
　１　大山古墳　１：地形図　２：写真　３：造形物（図６）
　２　銅鐸　１：実測図（平面図のみ）複数資料　２：写真　３：造形物（図７）、無地　４：
　　造形物（図８）、金属製のレプリカ
　３　遮光器系土偶　１：実測図　２：写真、サイズはかなり大きい　３：造形物（図９－３、 
　　青森県木造町亀ヶ岡遺跡出土）
　４　みみずく土偶　１：実測図（正面からのみ）　２：写真（正面から）、実測図と造形物
　　に比べるとサイズはかなり大きい　３：造形物（図９－４、埼玉県鴻巣市滝馬室遺跡出土）
　５　ヴィーナス土偶　１：実測図（正面・側面）　２：組写真（正面からかなり大きいも
　　の１枚、上面１枚、頭部側面１枚、背面１枚、側面１枚）　３：造形物（図９－５、長
　　野県茅野市棚畑遺跡出土）
　６　火焔型土器　１：実測図２枚　２：写真　３：造形物（図９－６、新潟県十日町市笹
　　山遺跡出土）、それぞれの大きさはほぼ類似
　７　弥生土器（壺）　１：実測図１枚、実測図の説明もあり　２：写真、正面からかなり
　　大きなもの１枚　３：造形物（図９－７、名古屋市高蔵町出土）
　８　馬形埴輪　１：実測図複数（正面と側面あり）　２：組写真（正面１枚、左右側面各
　　１枚、背面１枚）、サイズかなり大きい　３：画像処理による視覚化を施した図（左右
　　側面、正面、背面）、サイズかなり大きい　４：造形物（図９－８、埼玉県熊谷市上中
　　条出土）
　９　人物埴輪（武人）　１：実測図、正面のみ、造形物とほぼ同サイズ　２：写真（正面
　　および正面わずかに斜め方向からのもの各１枚）、サイズかなり大きい　３：画像処理
　　による視覚化を施した図（正面、左右側面、背面）、サイズかなり大きい　４：造形物（図
　　９－９、群馬県太田市出土）
　10　人物埴輪（馬引き、踊る人）　１：実測図、正面からのみ、造形物とほぼ同サイズ　２：
　　組写真（正面、左右側面、背面）、サイズかなり大きい　３：画像処理による視覚化を
　　施した図（正面、左右側面、背面）、サイズかなり大きい　４：造形物（図９－10、埼
　　玉県熊谷市野原古墳出土）
　評価は、１人につき３組以上を行っても
らい、合計で83組の評価を得た。
　評価の集計結果は表１のとおりで、実測
図の評価の平均は2.9、写真は3.6、画像処
理による視覚化を施した図は3.6、造形物
は3.8である。
　総じて実測図の点数は低く造形物の点数
は高いことがわかった。
　平面的な資料の場合はいずれの手法でも
あまり変わらない。土器は造形物の評価が
やや高いと言える。
　埴輪は資料によって評価にばらつきが見
られた。
　画像処理による視覚化を施した図は、あ
まり高い評価が得られなかった。調整が詳
細に表現されており、筆者にとっては情報
を多く得られる画像であるが、学生にとっ
ては色が付いていないことや調整が見慣れないものであったためかもしれない。
　必ずしも造形物の評価が高いとは限らなかったことは興味深い結果だった。造形物に対して
高い評価を付けた理由としては、立体的であること、色が付いていることが挙げられていた。
一方、造形物に対して低い評価を付けた理由として、サイズが小さいこと、細部の表現が甘い
ことなどが挙げられていた。
　それが顕著に表れたのが銅鐸の事例で、造形物でも素材や色調、文様の有無で評価が大きく
異なった。３Dプリンターで出力した無地の銅鐸は評価が非常に低かったのに対し、金属製の
レプリカは評価が高かった。
　これらのことは、単に造形物を用いれば授業に効果的に活用できるわけではなく、サイズや
色調、文様などの細部の表現、できれば素材もオリジナルのものに近いものが、より有効性が
高いということを示している。造形物を製作する際に留意しなければならない重要な点だと考
えられる。
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5.　おわりに
　３Dデータ化や３Dデータ・造形物の授業への活用について、筆者の実践事例等を述べてき
た。３Dデータ化や造形物の製作、それらの授業への活用には、解決すべき問題点が多くある
ことが明らかになった。
　また、アンケートによれば、３Dデータや造形物を授業に活用した方が効果的であるという
結果が得られており、それらの活用には積極的に取り組むべきである。
　現在公開されている３Dデータを授業に活用することは、すぐに、また比較的簡単に採用で
きる方法であると思われる。実際に多くの分野の３Dデータが公開されており、考古学や博物
館の資料も多く含まれている。しかしながら、筆者の授業で主に取り扱う、日本国内から出土
した資料については、３Dデータの公開がほとんど行われていない状況である。そのような資
料については、自分で３D化を行えばよいということかもしれないが、資料によっては、その
ためのデータ収集も自由にできないのが現状であると思われる。とはいえ海外の状況を勘案す
ると、国内資料における現在の状況は変わるものと予想され、公開が進むことを望みたい。
　今回の検討でたいへん参考になったのが、３D造形物であれば何でも、教育的な効果が望め
るわけではないということである。効果を高めるためには、サイズ、詳細な形態、文様や色調、
さらに素材にまで配慮した３D造形物の製作や活用が必要である。
　今後も考古学や博物館資料の３Dデータ化および造形物の製作を行い、それらの授業への効
果的な活用法の構築を、学生へのアンケートを取り入れつつ進めていきたい。
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